

























 本研修には HORIBA SCIENTIFIC 社製顕微
ラマン分光装置 LabRAM HR-800（以下ラマン）
および Thermo SCIENTIFIC社製顕微 FT-IR装






ATR 法は一回反射型の ZnSe クリスタルを用









図 1 装置外観図（左：ラマン 右：IR） 
                        








































図 3 IRスペクトル(ATR)＿セルロース 














液体 エタノール アセトン 水道水 純水



















図 5 IRスペクトル(ATR)＿チョーク 
 
 図 2，図 4 よりラマンスペクトルは高波数
側から低波数側にかけて基底強度が増加して













 図 6～図 9 に c-BN（立方晶窒化ホウ素）お
よび h-BN（六方晶窒化ホウ素）をラマン，IR
（ATR法）で測定した結果を示す． 
 図 6，図 8 よりラマンスペクトルでは c-BN
において 1050，1300[cm-1]付近に 2 本，h-BN
において 1370[cm-1]付近に 1 本のピークが見
















































図 9 IRスペクトル(ATR)＿h-BN 
 
3.3結晶構造の判定 
 図 10～図 13 に石英砂および石英綿をラマ
ン，IR（ATR法）で測定した結果を示す． 
図 10および図 12よりラマンスペクトルで 
は石英砂と石英綿で波形が全く異なった形状 
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図 13 IRスペクトル(ATR)＿石英綿 
 
3.4水の影響 
 図 14，図 15に純水をラマン，IR（ATR法）
で測定した結果を示す． 
























図 15 IRスペクトル(ATR)＿純水 
 
3.5容器を用いた測定 
 図 16，図 17 にエタノール単体，ガラス瓶
単体，エタノールをガラス瓶に入れた状態を
ラマン，IR（反射法）で測定した結果を示す． 




















































































































粉末 炭酸カルシウム 酸化チタン（TiO2アナターゼ） セルロース h-BN c-BN
ラマン ○ ○ △ ○ ○











ラマン ○（蛍光有） ○ ○ × ○




ラマン ○ ○ △
FT-IR × × ×
液体 エタノール アセトン 水道水 純水
ラマン ○ ○ △ △
FT-IR ○ ○ ○ ○
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